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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、家庭での子どもと父親・母親のかかわり方について調査することで
ある。質問紙による意識調査に加えて、未就学児を持つ21組の家族の協力を得て、父親から子どもに絵本の読み
聞かせをする様子をビデオに記録した。父親のうちおよそ3割は普段子どもに読み聞かせをすることがなく、読
み聞かせたとしても、淡々と文章を読み進めるだけの父親もいる。さらに、夫婦へのインタビューから、日常の
家事育児の総量のうち、夫が担っているのはだいたい2割くらいの分量であること、そしてそのような状況に対
して夫も妻も葛藤を抱えているが、相手に遠慮してなかなか言い出せないでいることも明らかにした。

研究成果の概要（英文）：The purpose of the research is to investigate how fathers get along with 
their children at home. In addition to questionnaire, we video-recorded scenes in which 21 fathers 
read picture books aloud to their children. About 30% of the fathers do not regularly engage in such
 activities, and some of them are awkward readers. The interview with fathers and mothers also 
reveals that fathers take responsibilities only for one-fifth of the chores the family has to do on 
a daily basis. Neither fathers or mothers are satisfied with the situation,  but they feel reluctant
 to ask for more from their partner.

研究分野：社会言語学、会話分析

キーワード： 絵本の読み聞かせ　父親の育児参加　父親・母親・子どもの協働
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研究成果の学術的意義や社会的意義
男性が家事育児に参加することへの社会的ニーズが近年ますます高まっている。コロナ禍によるステイホーム
も、男性が仕事と家庭とのバランスの取り方を見直すきっかけになっている。その一方で、男性の家事育児参加
にかんするこれまでの研究は、質問紙による意識調査が主流で、男性が今、家庭でどのように妻や子どもとかか
わっていて、どのような困難さや葛藤を抱えているのか、どのような喜びを見出しているのか、をリアルに示す
データは得られていなかった。本研究は、読み聞かせのビデオデータ、アンケート回答、そして夫婦へのインタ
ビューから、「父親の実情」を多面的に掘り起こすものである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
「育メン」という言葉に代表される、父親の育児参加に対する社会的ニーズや期待の高まりを
受け、家族心理学などの分野で、父親の家事・育児参加についての調査は数多く行われている。
しかしほとんどは質問紙による意識調査であり、観察法による実態調査は少ない。 
発達心理学、教育学、保育学などにおける絵本の読み聞かせについての研究は、読み聞かせ自
体の教育効果を測るもの、保育士などによる読み聞かせの研究、地域の読み聞かせボランティア
の研究が中心となっている。家庭での読み聞かせについては、母親が調査対象のものがほとんど
で、父親の読み聞かせの実態調査を主たる目的とした学術的研究は調べた限りではない。 
子どもが参加する相互行為場面を観察・分析し、子どもの相互行為能力や相互行為参加のあり
方、社会性の習得、「子ども」「大人」「親」「家族」といったカテゴリーの実践等を解明する研究
が、社会言語学や会話分析の分野で蓄積されてきている。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、父親による絵本の読み聞かせ活動をてがかりに、父親の育児参加の意識と実
際を多角的に調査することである。具体的には、 
⑴ 未就学児に対して父親が絵本を読み聞かせる場面をビデオ撮影し、会話分析の手法で、父親・ 
子ども間の相互関与および母親の介入の実態を探る。 
⑵ 父親と母親に対してアンケートを行い、育児参加に対する父親の当事者意識と、妻からの評
価を抽出して比較する。 
⑶ 父親と母親にペアインタビューを行い、家事・育児に関する協力体制の実際や葛藤、双方の
育児家事分担満足度を明らかにする。 
 
３．研究の方法 
 本研究の３つの目的に対応して、性質の異なる３種類のデータを得た。主なデータ提供者は、
未就学児を持つ、広島県在住の家族 21 組である。 
 
⑴父親による絵本の読み聞かせ活動ビデオデータ 
 広島国際大学の行動観察室にて、実験的観察法により、父親から未就学児への絵本の読み聞か
せ活動をビデオ撮影した。読み聞かせ用の絵本は、ストーリー性の高いもの、なぞなぞもの、図
鑑や地図など様々なタイプを取り混ぜて 40冊ほど準備し、最初の 1冊を除いて自由に選んでも
らうようにした。読み聞かせの時間は 1組あたり最短 22分 14 秒、最長 40分 12 秒で、収録した
ビデオの総時間数は 10時間 57 分 39 秒であった。 
 
⑵父親・母親を対象とした、家事・育児分担等についてのアンケートデータ 
 石井クンツほか（2011）、Work-Fam（2013）を参考に、以下の項目を盛り込んだ調査票を作成
し、21組の父親と母親それぞれに回答を求めた。 
・個人の基本属性（年齢、最終学歴、職業、平均勤務時間・残業時間） 
・家族の基本属性（子どもの数・年齢・性別、同居者、利用する支援サービス、世帯年収につい
ての主観的社会経済的地位）（父親のみ回答） 
・家事育児の分担等に関する質問（家事育児の分担割合、家事育児を行う頻度、読み聞かせ時間、
家庭生活や子どもについての信念、仕事と生活のバランス） 
・夫婦のかかわりに関する質問（配偶者との会話時間、会話内容、夫婦ペアレンティング調整尺
度（加藤ほか、2014）） 
 アンケート調査については、さらに郵送法により、広島県在住で未就学児を持つ 69 組の夫婦
の回答を得て、データの拡充を図った（調査対象 100 組、有効回答数 69％）。 
 
⑶父親・母親へのペアインタビューデータ 
 21 組の夫婦に対し、アンケートへの回答および読み聞かせ活動終了後に、ペアインタビュー
を行った。インタビューは半構造化で、次のような項目を尋ねた。 
・当日の読み聞かせ活動の感想 
・現在の家事育児分担割合とその満足度、過去からの変化 
・子どもが生まれる前の父親観や家族観と、その変化 
・子どもの育てやすさ、子どもから見た父親・母親の姿 
 21 組のうち 19 組に対しては同じ研究者がインタビュアーとなり、うち 17 組には Skype 経由
でインタビューを実施した。インタビュー時間は、1組あたり最短 32分 42 秒、最長 56分 30 秒
で、収録したビデオの総時間数は 15時間 21分 17 秒分であった。 
 
４．研究成果 
⑴対象者の基本属性 
 主対象である 21 組の基本属性は、夫が 30 代 15 名（71.4％）、40 代 6 名（28.6％）、妻が 30
代 17 名（81.0％）、40代 4名（19.0％）であった。子どもの人数は 1人が 4組（19.0％）、2人
が 14 組（66.7％）、3人が 3組（14.3％）であった。夫は 21名全員が就業中であったのに対し、
妻のうち 13 名（61.9％）が就業中、8 名（38.1％）が就業していなかった。夫の回答による世



帯平均年収の主観的社会経済的地位は「平均的」が 17名（81.4％）、「平均よりもある程度高い」
が 4名（19.0％）だった。 
 一方、アンケートのみの回答を得た 69 組については、夫が 20 代 6 名（8.7％）、30 代 42 名
（60.9％）、40 代 20 名（29.0％）、50 代 1 名（1.4％）、妻が 20 代 6 名（8.7％）、30 代 49 名
（71.0％）、40 代 14 名（20.3％）であった。子どもの人数は 1人が 31 組（44.9％）、2 人が 37
組（53.6％）、3 人が 1 組（1.4％）であった。夫は 69 名全員が就業中であったのに対し、妻の
うち 37名（53.6％）は就業中、32名（46.4％）は就業していなかった。夫の回答による世帯平
均年収の主観的社会経済的地位は「平均よりかなり低い」が 4名（5.8％）、「平均よりある程度
低い」が 14 名（20.3％）、「平均的」が 32 名（46.4％）、「平均よりもある程度高い」が 19 名
（27.5％）だった。 
 
⑵父親による絵本読み聞かせの実際と母
親の介入 
①父親の読み聞かせの実情 
 平日と休日の絵本の読み聞かせ時間に
対する父親 90 名の回答からは、平日は約
半数の父親は読み聞かせをしておらず、そ
の分週末に読み聞かせの時間を取ろうと
している様子がうかがえる。また、約 3割
の父親は、平日も休日も、ほとんど読み聞
かせをしていない実態も示された（表 1）。 
 読み聞かせ活動のビデオデータからも、齋藤（2015）の言う「言語的はたらきかけ」や「情緒
的はたらきかけ」を行いながら読み聞かせる父親と、文章を淡々と読み上げていく父親がいるこ
とが見出されている。そのような読み聞かせのスタイルの違いが、普段の読み聞かせ経験の有無
と関連するのかは今後の検討課題である。 
 
②父子の相互行為と母親の介入 
 実験室で読み聞かせの収録をしている間、母親は同席はするものの、特にやることを実験者か
ら指示されたりはしていなかった。鈴木（2018）は、そのような状況下で母親が自発的に取った
4つのコミュニケーション行動を取り上げ、それが父子の相互行為にどのような帰結をもたらし
うるのかを示した。きょうだいのうち一人が父親に読み聞かせをしてもらっている時、別の子が
割って入ろうとしているのを「˚̊順番順番˚̊」となだめたある母親の行動は、父娘の相互行為に
直接介入はしていないが、間接的に父娘の読み聞かせ活動の継続をサポートしている。逆に、別
の母親が、読み聞かせが一区切りついた時点で、父親に先がけて「じゃあ絵本をかたづけましょ
う。よーい，スタート ((手を叩く))」と子どもに声をかけた行動は、結果的に父親の関与を封
じることになっている。その一方で、すべての行動は文脈依存的であり、またその状況で何らか
の目的を遂行するためのものでもあるため、例えば Schoppe-Sullivan ら（2008）が行なったよ
うな、行動観察をして、母親の行動を“maternal gatekeeping”や「母親としての能力」「子育
てへの関与」等の面からコーディングする、という単純化には慎重になるべきであることも併せ
て論じた。 
 
⑶家事育児参加に対する父親の当事者意識と妻からの評価 
 本報告では、①夫の家事育児分担割合に対する夫自身の意識と妻からの評価、②「夫婦ペアレ
ンティング調整尺度」（加藤ほか、2014）における夫と妻の回答の一致度、の 2つのみを紹介す
る。データは欠損値を含むものを除いた 86組分とする。 
 
①夫の家事育児分担割合に対する夫自身の意識と妻からの評価 
日常に行う家事育児の総量を 10 とした時、自分とパートナーがそれぞれ何割分担しているか
を、夫と妻双方に回答してもらった。夫の回答は M=2.14, SD=1.11, 妻の回答は M=2.33, SD=1.32
で、双方とも夫の分担割合をかなり低く認識している（夫の分担割合を「7割」と答えていた妻
が 1名だけいたが、残りはすべて「5割」以下だった）。夫と妻の回答の相関は r=0.606, p<.001
で、t 検定の結果からも、「夫群母集団と妻群母集団の回答の平均値が等しい」とする帰無仮説
は棄却されなかった（t=-1.62, df=85, p=0.108）。すなわち、夫の家事育児貢献度について、夫
本人も妻も、ともにかなりシビアな評価を下していると言える。 
 
②「夫婦ペアレンティング調整尺度」（加藤ほか、2014）における夫と妻の回答の一致の有無 
 「夫婦ペアレンティング調整尺度」は、妻が夫の家事育児参加を促すような「促進行動」と、
逆に参加を妨げるような「批判行動」をどれくらいの頻度でやっているかを測定する尺度である。 
 まず、夫の回答と妻の回答との類似性を確認するために、尺度の構成項目それぞれで級内相関
係数（ICC）を算出した（表 2）。ICC が 5％水準で有意でない項目は「（母親が父親に）子どもと
の時間を与える」の 1項目のみであった。また、ICC の値自体もいずれも 0.1 を超えており、か
つ信頼性係数も最大で.709、最小でも.248 であったことから、夫と妻の回答をペアデータとし
て、マルチレベル分析（清水、2014）を行うのが妥当であると確認された。 

表 1：平日と休日の読み聞かせ時間 



   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
次に、各項目への夫と妻の回答に対してマルチレベル相関分析を行った（表 3）。これは夫と
妻の回答における、個人レベルと二者関係レベルの相関係数を推定する方法である。対角行列
(太字)は級内相関を、上三角が個人レベルの効果、下三角が二者関係レベルの効果の推定値が示
されている。 

 
二者関係レベルに限定すると、夫の家事育児分担割合と「夫婦ペアレンティング調整尺度」各
項目との関連（黄色箇所）については、夫の家事育児分担を高く評価したペアは、妻が夫に「考
えを尋ねる」、「手を貸すよう頼む」、「ありがとうと言う」頻度も高いと評価している。項目ごと
の関連では、促進行動同士（うすみどり），批判行動同士（うすオレンジ）で相関が有意な項目
が多いことが示されている。促進行動と批判行動間（赤）でも、妻が夫に「手を貸すよう頼む」
と「 『あなたは間違っている』と言う」の相関以外はすべて有意な負の相関になっている。こ
こから、妻による促進行動の頻度が高いと評価している夫婦は、逆に妻の批判行動頻度を低く評
価する傾向があることが読み取れる。促進行動と批判行動間で唯一有意な正の相関が確認され
ている「手を貸すよう頼む」と「 『あなたは間違っている』と言う」（r=.480, p<.05）は、手
を貸すように頼みがちな妻は夫に「間違っている」と言う頻度も高い、と解釈できる。 
 さらに、このような「夫婦ペアレンティング調整尺度」に対して、探索的に因子分析を行った。
夫婦の回答を一緒にして分析してみると（最尤法、プロマックス回転）、先行研究と同じ 2因子
構造で収束した（因子間相関は-0.281、α係数は「促進行動」が.873、「批判行動」が.880 であ
った）。一方、夫と妻の回答を別々に分析したところ（最尤法、プロマックス回転）、こちらでも
先行研究と同じ 2 因子構造が得られた（夫データでの因子間相関は-0.262、α係数は「促進行
動」が.906、「批判行動」が.893、妻データでの因子間相関は-0.210、α係数は「促進行動」が.861、
「批判行動」が.867 であった）。 
 夫と妻のデータを比較することで、夫が妻から家事育児参加を促されていると感じているの
か、またそれが妻の認識と一致しているかがわかる。「促進」に対する夫の回答は M=2.95、
SD=0.081、妻の回答は M=2.95、SD=0.800、一方「批判」に対する夫の回答は M=2.12、SD=0.848、
妻の回答は M=2.34、SD=0.849 であった。表 4が示す通り、父親と母親の回答には中程度の相関
が見られる。 

表 2：夫婦ペアレンティング調整尺度_級内相関係数 

表 3：夫婦ペアレンティング調整尺度_マルチレベル相関分析 



さらに t検定で、両群の母集団の平均
値は等しいかを検定したところ、「促
進」においては有意な差は見られなか
ったが（t=-0.0857、df=85、p=.932）、
「批判」においては 5％水準で妻群の
ほうが平均値が有意に低いことが示
された（t=-2.12、df=84、p=.037、
p<.05）。 
 
⑷家事育児に関する父親・母親間の協
力体制と葛藤 
 ⑶の①節で述べたように、父親の家事育児への関与はまだ限られたものであり、またそのこと
に父親も母親も自覚的である。実際に、夫婦へのペアインタビューの中でも、そのような状況に
対する葛藤が語られている。大島ほか（2020）では、6組の夫婦へのインタビューデータを修正
版グランデッド・セオリー・アプローチの手法で分析した。夫婦の間で比較的安定した関係性が
形成される「夫婦間ホメオスタシス」がある一
方で、夫婦ともに、仕事による制約や育児の想
像以上の大変さから、「協力したいができないと
いう葛藤」「協力してほしいが任せていいのかと
いう葛藤」が生まれ、しかもそのことを相手に
遠慮して言い出せない、というさらなる葛藤の
悪循環に陥る、といったプロセスが見出された
（図 1）。そのような悪循環からどうすれば抜け
出し、均衡の取れた「夫婦間ホメオスタシス」に
戻れるのか、あるいは葛藤を経験したことで、
夫婦関係の新たなステージに向かうのか、とい
ったことも視野に入れて、今後さらにプロセス
モデルを精緻化していく。 
 
⑸今後の展望 
 「３．研究の方法」で示したように、本プロジェクトで採取したデータは多岐にわたっており、
まだまだ多角的に分析することが可能である。アンケート回答から得られた量的情報を、質的デ
ータを分析する足がかりにしたり、逆にビデオデータやインタビューデータから抽出した質的
情報をアンケート結果の解釈・考察に利用したりするなど、データの多様性を活かした分析方法
の模索も含めて、引き続きデータの分析を進めたい。 
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